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�愛媛県告示第１０１０号
鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成１４年

法律第８８号）第２８条第７項ただし書の規定に基づき、次のとおり鳥

獣保護区の存続期間を更新する。

令和４年１０月４日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第１００９号
地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３１条の２の３第１項の規定により、次のとおり指定納付受託者を指定した。

令和４年１０月４日

愛媛県知事 中 村 時 広
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名 称 住所又は事務所の所在地 納付の委託を受けることができる歳
入等

納付の委託を受けるこ
とができる期間 指定年月日

ウェルネット株式会社 北海道札幌市中央区大通東十丁目１１
番地４

愛媛県美術館管理規則（令和２年３
月２７日規則第１７号）に規定する使用
料

令和５年１月１日から

令和５年３月３１日まで
令和４年１０月３日

名 称 区 域 存続期間 保護に関する指針

古川鳥獣

保護区

西条市の加茂川の区域のう

ち、県道壬生川新居浜野田線

（旧東予有料道路）の新加茂

川大橋上流側より上流で同県

道の古川橋下流側より下流の

河川法（昭和３９年法律第１６７

号）第６条第１項に規定する

河川区域

令和４年

１１月１日

から令和

１４年１０月

３１日まで

当該区域は、県内

最大級のカモ類の越

冬地となる加茂川河

口の上流部に位置し、

両岸は住宅地となっ

ているが、区域内に

も多数のカモ類が渡

来するほか、干潮時

に干出する広大な干

潟及びヨシ原の存在

により、鳥類の貴重

な生息地となってお

り、希少種の渡来も

確認されていること

から鳥獣保護区に指

定し、当地域に生息

する鳥獣の保護を図

る。また、定期的な

巡視により環境の保

持をはかり、鳥類の

安定的な生息及び鳥

類の渡来に著しい影

響を及ぼすことのな

いよう留意する。

石岡鳥獣

保護区

西条市氷見の石岡神社参道

の鳥居（西の山内）を起点と

し、ここから同神社の森の境

界に沿って同神社の森を一周

し、起点に至る線に囲まれた

区域

同 上 当該区域は、周辺

に住宅地と田園が混

在する中の、石岡神

社を囲む常緑の森林

で構成され、鳥類の

良好な生息環境とな

っており、地元住民

にとっては身近な自

然とのふれあいの場

となっている地域で

あることから鳥獣保

護区に指定し、当地

域に生息する鳥類の

保護を図る。また、

定期的な巡視により

環境の保持をはかり、

鳥類の安定的な生息

に著しい影響を及ぼ
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すことのないよう留

意する。

銚子ダム

鳥獣保護

区

伊予郡砥部町と伊予市との

境界上の間戸峠を起点とし、

ここから山頂（５８７メ―トル）
りょう

に至る稜線をほぼ東に進み、

同山頂を経て、国道３７９号の
りょう

滝見橋付近に至る稜線をほぼ

東に進み、同国道に出る。こ

こから同国道を北東ないし南

に進み、銚子ダム管理道との

交点に至り、ここから同管理

道をほぼ北西に進み、千里城

跡登山道入口付近で山頂（５５
りょう

２メートル）に至る稜線との
りょう

交点に至り、ここから同稜線

をほぼ南西に進み、三角点

（５０６．３メートル）を経て、
りょう

更に同稜線をほぼ南西に進み、
りょう

同山頂を経て、更に同稜線を

西に進み、同町と同市との境

界に至り、ここから同境界を

ほぼ北に進み、起点に至る線

に囲まれた区域

同 上 当該区域は、宅地、

果樹園及び人工林が

広い範囲を占めてい

るものの、希少種を

含む多様な鳥獣が生

息していることから、

鳥獣保護区に指定し、

当該地区に生息する

鳥獣の保護を図る。

一方で、鳥獣による

農作物への被害も多

数発生している現状

をふまえ、有害鳥獣

捕獲により被害を及

ぼす鳥獣の生息数を

調整するとともに、

同地区に生息する他

の鳥獣に著しい影響

を及ぼすことのない

ように留意する。

猪伏鳥獣

保護区

上浮穴郡�万高原町所在の

国有林７５から７７までの各林班

並びに民有林�万高原町森林

計画区中８１１及び８３８の各林班

の区域

同 上 当該地域は、国有

林を中心に貴重な天

然林が残され、キジ、

ヤマドリ、キジバト、

カッコウ、コゲラ、

ヤマガラ、イノシシ、

サル、ノウサギ、リ

ス、タヌキ、ニホン

ジカ等鳥獣の生息地

として豊かな生態系

を形成している。ま

た、周辺の四国カル

スト県立自然公園や

天狗高原への入り込

み者は、年間を通じ

てたいへん多く、自

然休養の場、人と動

物の共生の場として

親しまれている地域

である。鳥獣保護管

理員等による定期的

な巡視を通じて、静

謐な環境の保持を図

りたい。

野村ダム

周辺鳥獣

保護区

西予市野村町野村の国道４４

１号と市道野村ダム袖山線と

の交点を起点とし、ここから

同市道を南に進み、ダム管理

同 上 この地域は、野村

ダム湖の周辺に広が

る豊かな森林と肥沃

な農耕地からなり、

棟南側及びダム堤頂部を経て、

更に同市道を南に進み、樽ヶ

谷との交点に至る。ここから

同谷を南に進み、西森山三角

点（６２１．８メートル）に至り、
りょう

ここから稜線を南に進み、同

町と同市宇和町との境界に至

り、ここから同境界を北西に

進み、市道下宇和地区８５号線

に出る。ここから同市道を南

ないし北に進み、市道Ⅱ－２３

号線との交点に至り、ここか

ら同市道を北に進み、市道下

宇和地区８０号線との交点に至

り、ここから同市道を南西に

進み、市道Ⅱ－２１号線との交

点に至り、ここから同市道を

西に進み、市道Ⅱ－２０号線の

昭和橋南端に至り、ここから

同橋を北に進み、県道宇和野

村線に出て、同県道を北東に

進み、市道出合河西線との交

点に至り、ここから同市道を

北西に進み、市道鮎返河西線

との交点に至り、ここから同

市道をほぼ北東に進み、鮎返

橋を経て、同国道に出て、同

国道を南東ないし東に進み、

起点に至る線に囲まれた区域

希少な鳥類を始め、

様々な野生鳥獣が生

息しているほか、地

域住民の憩いの場と

なっており、保護区

として適した地域で

ある。一方で、近年

イノシシ等特定の鳥

獣による農作物への

被害が発生している

ことから、野生鳥獣

の保護と同時に、農

林業等への被害対策

を図る必要がある。

今回の指定は第１３次

鳥獣保護管理事業計

画に基づき、指定期

間を延長し保護区の

持続を図るものであ

る。

節崎池鳥

獣保護区

南宇和郡愛南町御荘平城の

町道大谷線と県道�良城辺線

との交点を起点とし、ここか

ら同県道をほぼ東ないし南に

進み、町道節崎南線との交点

に至り、ここから同町道を西

に進み、農道節崎線との交点

を経て、更に同町道をほぼ北

ないし北西に進み、町道大谷

線との交点に至り、ここから

同町道を北東に進み、起点に

至る線に囲まれた区域

同 上 当該区域は、旧南

宇和郡御荘町の中心

部に近い住宅地の近

くにある周囲６００ｍ

のため池とその周辺

の農用地と照葉樹林

で構成され、同池に

は、年間１，０００羽以

上のカモ類が渡来し、

南予地域では鹿野川

湖に次ぐ飛来地とな

っていることから、

鳥獣保護区に指定し、

当該地域に生息する

鳥類の保護を図る。

また、定期的な巡視

等により環境の保持

を図る。

大森山鳥

獣保護区

旧南宇和郡城辺町高野山出

張所佛眼院前のコンクリート

橋南端を起点とし、ここから

蓮乗寺川左岸を上流に進み、

大森児童公園前のコンクリー

同 上 当該区域は、旧南

宇和郡城辺町の中心

部に近く、佛眼院境

内・墓地、大森山児

童公園及びそれらの
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�愛媛県告示第１０１１号
鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成１４年

法律第８８号）第３５条第１項の規定に基づき、次のとおり特定猟具使

用禁止区域を指定する。

令和４年１０月４日

愛媛県知事 中 村 時 広

ト橋南端に至り、ここから同
りょう

公園南東側境界の稜線を南東

ないし南に進み、南レク城辺

公園展望台の大森山標高点

（１２７メートル）に至る。こ
りょう

こから稜線をほぼ西ないし北

西に進み、国道５６号城辺トン

ネル上り側入口左端に至る。

ここから南レク公園県有地と

私有地果樹園の境界である山

道を北東ないし北に進み、町

道職園線に出る。ここから同

町道を北西ないし北に進み蓮

乗寺川に出て、同川左岸を上

流に進み、起点に至る線に囲

まれた区域

後背の森林で構成さ

れ、生息する鳥獣の

種類は少ないものの、

照葉樹林を中心とし

た木々の緑と静寂が

残された憩いの場と

して活用されている

ことから、鳥獣保護

区に指定し、当該地

域に生息する鳥類の

保護を図る。また、

定期的な巡視等によ

り環境の保持を図る。

名 称 区 域 存続期間
禁止に係
る特定猟
具の種類

川之江

特定猟

具使用

禁止区

域

四国中央市川之江町馬場二区のＪＲ四国

予讃線と市道川之江山田井線との交点を起

点とし、ここから同市道をほぼ東に進み、

市道北山線との交点に至り、ここから同市

道を南に進み、市道大下北山線との交点に

至る。ここから同市道をほぼ南に進み、山

田井川に出て、同川右岸を下流に進み、金

生川との合流点に至り、ここから同川右岸

を下流に進み、ＪＲ四国予讃線との交点に

至り、ここから同線を北に進み、起点に至

る線に囲まれた区域

令和４年

１１月１日

から令和

１４年１０月

３１日まで

銃 器

東田特

定猟具

使用禁

止区域

新居浜市東田の東台神社の鳥居を起点と

し、ここから市道東田光明寺線を北ないし

ほぼ東に進み、本谷橋に通じる車道との交

点に至り、ここから同車道を北東に進み、

同橋南端で市場川に出る。ここから同川左

岸を上流に進み、市場橋西端で国道１１号と

の交点に至り、ここから同国道をほぼ西に

進み、県道国領高木線との交点に至り、こ

こから同県道を北ないし西に進み、起点に

至る線に囲まれた区域

同 上 同 上

河北山

特定猟

具使用

禁止区

域

新居浜市と西条市との境界と県道壬生川

新居浜野田線との交点を起点とし、ここか

ら同県道をほぼ東に進み、新居浜警察署前

田交番前で市道原地庄内線との交点に至り、

ここから同市道を南東に進み、県道新居浜

同 上 同 上

港線に出る。ここから同県道をほぼ南に進

み、滝之宮橋北端で東川に出て、同川左岸

を上流に進み、西河川との合流点に至り、

ここから同川左岸を上流に進み、北河川と

の合流点に至り、ここから同川左岸を上流

に進み、山神池に至る。
りょう

ここから同池西側の通称河北山の稜線を

北に進み、林道長谷芳谷線に出て、同林道

を北西に進み、林道頂上西谷線との交点に

至る。ここから同林道をほぼ西に進み、住

友共同電力の鉄塔�３に通じる保線道との

交点に至り、ここから同保線道をほぼ西に

進み、同境界に至り、ここから同境界を西

ないし北に進み、起点に至る線に囲まれた

区域

中山特

定猟具

使用禁

止区域

新居浜市大生院桜木の市道広坪川口線と

ＪＲ四国予讃線との交点を起点とし、ここ

から同線を西に進み、県道飯岡玉津線との

交点に至る。ここから同県道を北西に進み、

西条市の市道玉津４号線との交点に至る。

ここから同市道を東に進み、市道下島山所

藪線との交点に至り、ここから同市道を東

に進み、市道所藪１号線との交点に至る。

ここから同市道を南西に進み、西条市と新

居浜市との境界で新居浜市道広坪川口線と

の交点に至り、ここから同市道をほぼ南に

進み、起点に至る線に囲まれた区域

同 上 同 上

中山川

特定猟

具使用

禁止区

域

西条市吉田の県道南川壬生川停車場線と

県道丹原小松線との交点を起点とし、ここ

から同県道を東に進み、市道玉之江新田線

との交点に至り、ここから同市道及びこれ

に続く通称西ノ原農道をほぼ東に進み、Ｊ

Ｒ四国予讃線との交点に至り、ここから同

線を南に進み、同市小松町の市道北川徳重

線との交点に至る。ここから同市道を南西

に進み、市道小松丹原線との交点に至り、

ここから同市道を北西に進み、市道高岸北

川線との交点に至る。ここから同市道を西

に進み、県道南川壬生川停車場線に出て、

同県道を北西に進み、起点に至る線に囲ま

れた区域

同 上 同 上

山越特

定猟具

使用禁

止区域

旧越智郡朝倉村山越の県道東予玉川線と

市道椎の木線との交点を起点とし、ここか

ら同市道を東に進み、市道天皇山越線との

交点に至り、ここから同市道を南東ないし

南に進み、同県道に出る。ここから同県道

を南東ないし南西に進み、旧越智郡朝倉村

と旧東予市との境界に至り、ここから同境

界を北西に進み、通称小口山に至る。ここ
りょう

から椎の木川上流に至る稜線をほぼ北に進

み、同川上流に出て、同川右岸を下流に進

み、市道下林椎の木線との交点に至り、こ

同 上 同 上
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こから同市道を北に進み、同県道に出て、

同県道を北に進み、起点に至る線に囲まれ

た区域

鹿ノ子

池特定

猟具使

用禁止

区域

今治市新谷の市道平山６号線と市道大坪

通町谷線との交点を起点とし、同市道を南

東に進み、市道宮ヶ崎古谷線との交点に至

り、ここから同市道を南西に進み、旧今治

市と旧越智郡朝倉村との境界に至る。ここ

から同境界を北西に進み、鹿ノ子池を横断

し、更に同境界を南西に進み、県道今治丹

原線に出て、同県道を北西に進み、市道松

木新谷線との交点に至る。ここから同市道

を北東に進み、市道大野鹿ノ子線との交点

に至り、ここから同市道をほぼ南東に進み、

農道鹿ノ子水路沿い線との交点に至り、こ

こから同農道を北東ないし南に進み、市道

平山４号線に出て、ここから同市道を北東

に進み、市道平山６号線との交点に至り、

ここから同市道を北東に進み、起点に至る

線に囲まれた区域

同 上 同 上

大可賀

・�万

ノ台特

定猟具

使用禁

止区域

松山市南吉田町の県道伊予松山港線の鯛

崎交差点を起点とし、ここから同県道を北

に進み、県道砥部伊予松山線との交点に至

り、ここから同県道を東に進み、通称三本

柳及び新田学園前を経て、伊予鉄道高浜線

を横断し、市道味生１２８号線との交点に至

る。ここから同市道を北に進み、ＪＲ四国

予讃線三津浜駅に至る。ここから同線を北

に進み、県道松山東部環状線に出て、同県

道を北東ないし東に進み、市道�枝５３号線

との交点に至り、ここから同市道を南東な

いし東に進み、県道和気衣山線に出る。こ

こから同県道を南に進み、伊予鉄道高浜線

衣山駅を経て、更に同県道を南に進み、市

道味酒２３号線との交点に至る。ここから同

市道をほぼ南に進み、ＪＲ四国予讃線を横

断し、更に同市道を南に進み、市道新玉２７

号線との交点に至り、ここから同市道をほ

ぼ南西に進み、市道味生３２号線との交点に

至る。ここから同市道をほぼ南に進み、市

道味生３５号線との交点に至り、ここから同

市道を西に進み、市道味生１３１号線との交

点に至る。ここから同市道をほぼ南に進み、

市道新玉４９号線との交点に至り、ここから

同市道をほぼ西に進み、起点に至る線に囲

まれた区域

同 上 同 上

重信川

河口特

定猟具

使用禁

止区域

松山市出合の国道５６号の出合大橋北端を

起点とし、ここから重信川右岸堤防を東に

進み、石手川右岸堤防に至り、ここから同

堤防を北東に進み、同市市坪町でＪＲ四国

予讃線との交点に至り、ここから同線を南

に進み、重信川右岸堤防に至る。ここから

同 上 同 上

同堤防を東に進み、中川原橋北端に至る。

ここから同橋を南に進み、同川右岸堤防に

至り、ここから同堤防を南東ないし東に進

み、同市南高井町の�谷大橋北端に至る。

ここから同橋を南に進み、同川左岸堤防に

至り、ここから同堤防をほぼ西に進み、同

川河口で忽那七島海域鳥獣保護区界との交

点に至り、ここから同区界を北に進み、同

川右岸堤防に至る。ここから同堤防をほぼ

北東に進み、起点に至る線に囲まれた区域

下伊台

特定猟

具使用

禁止区

域

松山市下伊台町の県道松山東部環状線と

県道松山北条線との交点を起点とし、ここ

から同県道を南西に進み、伊台ハイツ入り

口に至る。ここからよそべ谷三角点（２３７．
りょう

７メートル）に至る稜線を北西に進み、同

三角点に至り、ここから道後ゴルフ場関係
りょう

者出入口前に至る稜線を北西に進み、同出

入口前で県道松山東部環状線に出る。ここ

から同県道を東に進み、起点に至る線に囲

まれた区域

同 上 同 上

泊特定

猟具使

用禁止

区域

松山市泊町の小富士山頂（２８２．３メート

ル）を起点とし、ここから泊町に至る登山

道を東に進み、県道興居島循環線に出て、

同県道を南に進み、丹田川の河口を経て、

更に同県道を西に進み、御手洗地区団体営

農道起点に至り、ここから同農道を西に進

み、同農道終点に至り、ここから松山市森

林計画区５林班３９小班と同林班４５小班との
りょう りょう

境界北端の稜線に至る谷を北に進み、同稜
りょう

線との交点に至る。ここから同稜線を東に

進み、起点に至る線に囲まれた区域

同 上 同 上

山田大

池特定

猟具使

用禁止

区域

西予市宇和町山田の山田大池を周回する

市道石城地区１５８号線に囲まれた区域

同 上 同 上

神野�

・永長

特定猟

具使用

禁止区

域

西予市宇和町�枝の市道２級路線１１号線

と市道１級路線８号線との交点を起点とし、

ここから同市道を東に進み、肱川に出る。

ここから同川右岸を下流に進み、三島橋西

端で県道宇和高山線との交点に至り、ここ

から同県道を南西に進み、市道旧町地区３３

６号線との交点に至る。ここから同市道を

南に進み、市道旧町地区３５５号線との交点

に至り、ここから同市道を南西に進み、孫

惣池に至る。ここから同池岸を南西ないし

北西に周回し、同池排水路に至る。ここか

ら同排水路を北に進み、県道宇和高山線に

出て、同県道を西ないし南西に進み、林道

基野伴野線に至る。ここから同林道を北東

に進み、小野田牧場南端の峠に至る。ここ
りょう

から稜線を西ないし北西に進み、三角点

同 上 同 上



愛 媛 県 報令和４年１０月４日 第３４７号

８６２

�������
�愛媛県告示第１０１２号
次の保安林を解除予定保安林にしたから、森林法（昭和２６年法律

第２４９号）第３０条の２第１項の規定により告示する。

令和４年１０月４日

愛媛県知事 中 村 時 広

１� 解除予定保安林の所在場所

南宇和郡愛南町僧都８７９の１５（次の図に示す部分に限る。）

� 保安林として指定された目的
かん

水源の涵養

� 解除の理由

指定理由の消滅

２� 解除予定保安林の所在場所

南宇和郡愛南町僧都８７８の１７、８７９の１３、８７９の１４、８７９の１５

（次の図に示す部分に限る。）

� 保安林として指定された目的

かん

水源の涵養

� 解除の理由

道路用地とするため

（「次の図」は、省略し、その図面を愛媛県庁及び愛南町役場に

備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第１０１３号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２５条の２第１項の規定により、

次のように保安林の指定をする。

令和４年１０月４日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 保安林の所在場所

南宇和郡愛南町僧都１５００から１５０２まで、１５０５、１５４８から１５５０ま

で、１５５２から１５６０まで、１６８３の２、１７６０から１７６２まで、１７７５、１７

７６

２ 指定の目的
かん

水源の涵養

３ 指定施業要件

� 立木の伐採の方法

ア 次の森林については、主伐は、択伐による。

僧都１５５０・１５５２・１５５４・１５５７・１５６０・１７６０（以上６筆につ

いて、次の図に示す部分に限る。）、１５５５、１５５６、１７６１、１７

６２

イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所

在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以

上のものとする。

エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

� 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及びその

関係書類を愛媛県庁及び愛南町役場に備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第１０１４号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第４８条第１項の規定により、

松山市小栗町土地改良区から認可申請のあった土地改良事業（維持

管理）の計画の変更を令和４年９月２６日認可した。

令和４年１０月４日

愛媛県中予地方局長 大 北 秀

�������
�愛媛県告示第１０１５号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第４８条第１項の規定により、

松山市東石井土地改良区から認可申請のあった土地改良事業（維持

管理）の計画の変更を令和４年９月２６日認可した。

令和４年１０月４日

愛媛県中予地方局長 大 北 秀

りょう

（３６８．９メートル）を経て、更に稜線を北

東に進み、市道旧町地区１４７号線に出て、

同市道を南東に進み、市道２級路線１１号線

との交点に至り、ここから同市道をほぼ南

に進み、起点に至る線に囲まれた区域

須ノ川

特定猟

具使用

禁止区

域

南宇和郡愛南町須ノ川船付のナガハエを

起点とし、国道５６号を横断して東南東に町

道灘元越線と最短距離で結ぶ交点に至り、

ここから同町道を南ないし東に進み、農道

ヤツメ線の起点に至る。ここから同農道を

ほぼ南に進み、矢積城址に至り、ここから
りょう

稜線をほぼ南西に進み、同町道に出る。こ

こから同町道をほぼ南東ないし南西に進み、

海栄寺前で同町道分岐線との交点に至り、

ここから同町道分岐線を西に進み、同国道

に出る。ここから同国道を南西に進み、須

ノ川公園防波堤上の遊歩道との交点に至り、

ここから同歩道を北西に進み、須ノ川の大

池の水門に至り、ここから須ノ川大池排水

路右岸を西に進み、海岸線に出る。ここか

らその海岸線を東ないし北に進み、起点に

至る線に囲まれた区域

同 上 同 上

御荘港

特定猟

具使用

禁止区

域

南宇和郡愛南町御荘平城の県道平城高茂

岬線と町道平城馬瀬線との交点を起点とし、

ここから同町道を西に進み、県道猿鳴平城

線に出て、同県道を西に進み、深泥沼護岸

西端に至る。ここからほぼ北西に進み、大

島の最南端に至り、ここからほぼ東に進み、

長崎港防波堤先端に至り、ここから同防波

堤を進み、町道長崎港線に出て、同町道を

ほぼ北東に進み、町道長崎本線との交点に

至り、ここから同町道を北東に進み、国道

５６号に出て、同国道をほぼ南東に進み、県

道平城高茂岬線との交点に至り、ここから

同県道を南に進み、起点に至る線に囲まれ

た区域

同 上 同 上



愛 媛 県 報令和４年１０月４日 第３４７号

８６３

�愛媛県告示第１０１６号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

令和４年１０月４日

愛媛県中予地方局長 大 北 秀

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

４中局建（開）第２３号

令和４年９月２６日

東温市見奈良字柚壽之木１０８４番１、１０８４番２、１０８４番３、１０８４番４、１０８４
番１１、１０８４番１２、１０８４番１３、１０８６番１、１０８６番２、１０８７番１、１０８７番２、
１０８８番１、１０８８番２、１０８９番１、１０８９番２、１０８９番３、１０９０番１、１０９０番
２、１０９１番１、１０９１番２、１０９１番３、１０９３番１、１０９３番２、１０９３番３、１０
９３番４、１２４０番、１２４１番１、１３４３番１、１３４３番２、１３４３番３、１３４６番１、
１３４６番２、１３４６番３、１３４６番４、１３４７番１、１３４７番２、１３４７番５、１３４８番
１、１３４８番２、１３４８番３、１３４８番４、１３４８番１０、１３４９番１

松山市北梅本町甲１８４番地

株式会社千照運輸

令和４年１０月４日 発行


